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エグゼクティブ
サマリー
 パブリッククラウド環境に移行されるワークロードはますます増
加しており、大多数の組織がハイブリッドクラウド戦略を採用して
います。Red Hat が毎年実施している Linux® 市場調査の 2025 年
版では、アンケート回答者 1,200 人のうち 73% がハイブリッド戦略 
(オンプレミス環境とクラウド環境を組み合わせて使用し、それらの
環境間でワークロードとデータを移行) を採用していることがわか
りました。このハイブリッドモデルにより高い柔軟性がもたらされ、
インフラストラクチャ要件ではなく組織の目標に基づいて進化し、
適応し、意図的に IT の決定を行うことができるようになります。

 パブリッククラウドへのデプロイでは Amazon Web Services 
(AWS)、Microsoft Azure、Google Cloud などのハイパースケーラー
が主導している一方で、Linux システムの 63% はオンプレミスのま
まであり、移行が段階的かつ戦略的に行われていることを反映した
数字となっています。このアンケート調査では、組織の 54% は、リ
ソースの拡張性、セキュリティの維持、適応性の確保、クラウドベン
ダーへのロックインの回避を目的として、プラットフォーム間での可
搬性に最適化されたエンタープライズグレードの Linux ディストリ
ビューションを選んでいることがわかりました。調査結果により、企
業が重要なクラウドワークロードを自信を持ってサポートするため
に使用している基準が見えてきました。

 組織は、統合された管理、市場投入時間の短縮、セキュリティ重
視のプラットフォームを優先しています。そういったこともあり、クラ
ウドベースの Linux ワークロードは、2026 年には 37% から 45% に
増加すると予想されます。
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第 1 章

クラウドへの移行における
主な意思決定ポイント
 ワークロードをクラウドに移行する理由がスケーラビリティ、市場投
入時間の短縮、財務面の柔軟性のいずれであっても、パブリッククラウ
ドの Linux オペレーティングシステム (OS) の選択に対する組織のアプ
ローチは明確です。回答者の半数以上 (54%) が、クラウド特化または
ワークロード指定のオプションよりも、ハイブリッド環境やマルチクラウ
ド環境向けに最適化されたエンタープライズグレードの Linux ディスト
リビューションを好んでいます。ワークロードが複数のクラウドに分散さ
れているため、そのようなディストリビューションを使用することで、ビジ
ネスや技術の要件が変化した場合にも可搬性が確保されます。

ハイブリッドクラウドおよびマルチクラウ
ド向けに最適化されたクラス最高の Linux 
ディストリビューションを選択

特定のクラウドプロバイダーによって開発
および提供される Linux ディストリビュー
ションを選択

アプリケーション・プロバイダーが必要と
する Linux ディストリビューションを選択

(1 つ選択) N=1,200

図 1. 回答者の半数以上が、クラウドプロバイダーから直接提供される
もの以外の Linux ディストリビューションを探していると回答。

パブリッククラウドの選択において好まれ
ているアプローチ

54%

27%

19%
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機能/サービスの利用可能性 クラウドプロバイダーの確約利用料

サポート品質 購入チャネル (クラウドプロバイダーのコン
ソール、サードパーティ経由など)

Linux インスタンスのコスト

契約条件

(2 つまで選択) N=1,200

クラウドでの有料 Linux のデプロイ/更新の決定に最も影響を与える要因

39% 27%

39% 24%

36%

28%

 可搬性以外で、クラウドをデプロイする際の主な要因となるの
は、機能の利用可能性やサポート品質です。特定のワークロード要
件は明確である一方、クラウドの機能は多岐にわたるため、組織は
多くの場合、マルチクラウド戦略を採用し、プロジェクトごとに最適
なクラウドを選択しています。

図 2. 回答者が Linux を選択する際の決定に最も影響を与えた要因は、
機能およびサービスの利用可能性とサポート品質。

 デプロイの決定に影響を与えるもう一つの大きな要因は、高品質
なサポートです。緊急のエスカレーションが必要な場面において、
経験豊富な Linux プロフェッショナルにアクセスできることは極め
て重要です。専門的なサポートを利用できるとトラブルシューティ
ングや問題修正に必要なスタッフと時間が削減され、総所有コスト 
(TCO) も削減できます。
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セキュリティおよびコンプライアンス・サービス ID/アクセス管理

ストレージサービス AI/ML サービス

ネットワークサービス (ロードバランサーなど) 設定サービス

データベースサービス 管理サービス

コンテナ管理サービス ロギングサービス

(3 つまで選択) N=1,200

パブリッククラウド・サービスの Linux OS がデフォルトで統合している
べきもの

48% 27%

35% 25%

31% 24%

30% 21%

27% 18%

 回答者の 48% は、Linux ディストリビューションにデフォルトで
統合すべき最優先事項としてセキュリティとコンプライアンスを挙
げました。これは、Flexera が 2025 年に実施したクラウドの現状に
関するレポートと整合します。このレポートでは、企業の 77% がク
ラウドの最大の課題としてセキュリティを挙げています。

図 3. Linux ディストリビューションをクラウド戦略に統合する際に組織が最
も優先するのはセキュリティ機能とコンプライアンス。
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クラウドプロバイダーが提供する管理ツールと
の統合の容易さ

デフォルトでの、データ、ストレージ、ネット
ワークサービスへのシームレスなアクセス

アプリケーションのパフォーマンスの高さ クラウドプロバイダーのサービスが Linux OS 
最新バージョンをサポートしているかどうか

クラウド・プラットフォーム向けに最適化され
たカーネル 構築済みイメージの幅広い選択肢と利用可

能性

クラウドプロバイダーの ID/アクセス制御シ
ステムとの統合の容易さ 最適化された起動時間

クラウドプロバイダー・インフラストラクチャ 
(コンピュート/ネットワーク/ストレージ) 向け
のハードウェアドライバーとの統合の最適化

(該当するものをすべて選択) N=1,152

Linux OS とクラウド・プラットフォームの統合の評価に使用されるメトリクス

44% 33%

39% 33%

35% 31%

35% 29%

34%

 Linux OS とクラウドプロバイダー間の統合がどれほどうまくいっ
ているかの測定結果は、今後のクラウドの選択と使用に関する決定
に影響を与えます。アンケート回答者は、クラウドプロバイダーが提
供する管理ツールとの統合の容易さ (44%) を最も重要視しており、
次に重要視しているのがアプリケーション・パフォーマンスの高さ
でした。これらの回答から、市場投入時間の短縮が求められている
ことがわかります。

図 4. Linux OS を選択する際に組織が最も優先するのは、Linux OS と選択
したクラウドプロバイダーが提供する管理ツールとの統合の容易さ。
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Red Hat の視点
パブリッククラウド・ワークロードの選択とデプロイは戦略的選択です。新たなワークロードを
起動する場合も、オンプレミス環境から移行する場合も、組織は適応性を維持し、ワークロー
ドをクラウド間で移行できるよう準備する必要があります。適切な Linux OS は、このプロセス
を単純化します。Red Hat Enterprise Linux は、先進的なインフラストラクチャへの移行を効率
化してオープン・ハイブリッドクラウド戦略を加速する機能を提供します。

セキュリティ、クラウド統合、市場投入時間の短縮は、依然として重要な検討事項です。オープ
ン・ハイブリッドクラウドの全体に Red Hat Enterprise Linux を展開し、その上で重要なアプリ
ケーションを実行することで、スムーズでスケーラブルな基盤が実現します。クラウド向けの構
成が組み込まれているので、クラウドでワークロードを構築、デプロイ、管理するのに役立ちま
す。管理ツールが統合されており、運用の迅速化と可観測性が単純化されます。また、包括的な
セキュリティツールがリスクの軽減とダウンタイムの短縮を支援します。

Red Hat® Enterprise Linux は各クラウドプロバイダー固有のツールで
事前構成済みであり、AWS、Microsoft Azure、Google Cloud ですぐに
実行できるイメージが提供されています。これらのクラウドプロバイダー
との共同エンジニアリングにより、Red Hat Enterprise Linux 資産はプ
ロバイダーのダッシュボードでその他のサービスと併せて確認できるの
で、使用状況をより統一的に把握することが可能です。

詳細はこちら
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第 2 章

デプロイに関する好み
 組織はクラウドへと移行しており、それに伴ってソフトウェアの調達
方法が変化しています。パブリッククラウドの Linux ワークロードを
デプロイする場合、回答者の 62% は Linux ベンダーかクラウドプロ
バイダーのマーケットプレイスから調達したいと考えています (Linux 
ベンダーを好むほうがわずかに多い)。

 ほぼすべての回答者 (97%) がワークロードをクラウドに移行して
いるか、移行を計画しています。最も一般的な移行手法は、依然と
してリホスティング (アプリケーションをそのまま移行する。リフト 
& シフトとも呼ばれる) です (38%)。これは、多くの組織が、リファ
クタリングでコンテナに移行するのではなく仮想マシン (VM) を使
用してクラウドワークロードを処理していることを示しています。ク
ラウド移行とコンテナ化は連携していることが多いものの、それぞ
れが独立したプロジェクトであり、ビジネスニーズに基づいて、同時
に進めることも別々に進めることもできます。

図 5. パブリッククラウド・ワークロードの調達手段として最も支持されてい
るのは、Linux ベンダーとクラウドプロバイダーのマーケットプレイス。

Linux ベンダーから直接 クラウドプロバイダーのコンソール

クラウドプロバイダーのマーケットプレイス パートナー/リセラー

(1 つ選択) N=1,200

好まれているパブリッククラウド調達ソース

32% 24%

30% 14%
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 ワークロードは環境間を移動するため、アプリケーション管理には可搬性が不可欠です。ほとんどの
移行は、オンプレミス環境からクラウドへ、またはクラウド間で行われますが、パブリッククラウドから
オンプレミスのデータセンター、プライベートクラウド、またはコロケーション施設にワークロードを戻す
という「回帰」を伴うものもあります。回帰の割合は 2022 年以降減少しており、今回の調査では Linux 
ワークロードの 14% にとどまっています。回帰は中小規模の企業で最も多く見られ、その原因はたいて
い、アプリケーション・パフォーマンスと可用性が予測できないまたは最適ではないことです。

図 7. アプリケーション・パフォーマンスまたは可用性が最適ではないことが、
回帰を決定する最大の要因となっています。

図 6. リフト & シフトは依然として最も一般的な移行方法であり、クラウドへの
移行においてはコンテナ化よりも VM が好まれていることを示しています。

(パーセンテージを入力)

*ベース：「パブリッククラウドに移行していない」および「わからない」を除く

オンプレミスからクラウドへのリフト & シフト (アプリケーションをほとんどまたはまったく変更しない)

オンプレミスからクラウドへのリプラットフォーム (アプリケーションを部分的に変更)

コンテナへのリファクタリング/リアーキテクト

サービスとしての機能へのリファクタリング/リアーキテクト

廃止して置き換え (レガシーのオンプレミス・アプリケーションの能力を超える新しい
クラウドネイティブ・ワークロードを構築)

N=1,132

Linux ワークロードの移行の割合* 回答者の 97% がパブリッククラウ
ドへの移行を示している

10% 12% 13% 28% 38%

データ主権ルールによって回帰が必要に
なった

コスト削減が見られなかった

セキュリティプロセスが複雑すぎる プラットフォームを保守するスキルがない

管理プロセスが複雑すぎる

(2 つまで選択) N=458

回帰を決めた要因

38% 30%

33%

30% 18%

27%

アプリケーションのパフォーマンスまたは可用
性が最適ではない、あるいは予測不可能
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OS は、オンサイトとクラウドのインフラストラクチャ、さまざまな
ハードウェアとソフトウェア、従来のアプリケーションとクラウド対
応アプリケーションの統合基盤として機能します。セキュリティ、管
理、可搬性、ライフサイクルの計画はすべて、OS から始まります。

図 8. ワークロードの回帰は 2022 年以降減少しているものの、今回の調査
では依然として Linux ワークロードの 14% を占めています。

N=1,158

回帰された Linux ワークロードの割合

14% が回帰

Red Hat の視点
どの Linux OS を選択するかは、それをどこから調達するかよりも重要です。クラウドプロバイ
ダーと共同開発された OS は、クラウドプロバイダーネイティブのものと変わらない信頼性で
動作します。OS を戦略的に選択することで、クラウドベンダーへのロックインをなくし、マルチ
クラウド環境とオンプレミス環境全体にわたって一貫した Linux 基盤を提供できます。Red Hat 
Enterprise Linux は柔軟で安定した高性能プラットフォームをクラウド全体に提供します。これに
よって、オンプレミスチームとクラウドチーム間でリソースを共有できます。

リフト & シフトは依然としてよく利用されている移行アプローチとなっており、クラウドでは今も 
VM が使用されていることを明確に示しています。Red Hat Enterprise Linux を使用することで、
RPM Package Manager (RPM) ベースのシステムを使い続けることも、イメージモードを使用して
コンテナ化の導入を始めることもできます。

e ブック： 
オペレーティングシステムが依然として重要である
理由
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第 3 章

最も利用されている環境は
ハイブリッドクラウド

 サプライチェーンの不安定性、サイバーセキュリティの脅威、地政学的な変化によりリージョ
ナルクラウドやソブリンクラウドへの関心は高まっていますが、グローバル・ハイパースケー
ラーが最も選ばれるデプロイの選択肢であることは変わっていません。回答者が好むクラウド
プロバイダーは AWS (49%)、Microsoft Azure (42%)、Google Cloud (28%) であり、組織あた

り平均 1.63 のパブリッククラウドを使用しています。

図 9. グローバル・ハイパースケーラーは、Linux クラウドのデプロイメントに
おいて依然として最も人気のある選択肢であり、AWS が市場をリード。

IBM Cloud

Microsoft Azure

Google Cloud Platform

デプロイされているクラウドの平均数：1.63

VMware Cloud

Oracle Cloud

(該当するものをすべて選択) N=1,152

Linux ワークロードがデプロイされているパブリッククラウド・ 
プラットフォーム

49% 17%

42%

28% 9%

17%
Amazon Web Services

 ほとんどの Linux システム (63%) は依然として、プライベート・インフラストラクチャ (従来のオンプレミ
ス環境やプライベートクラウドなど) にデプロイされています。クラウドへの完全な移行には数年を要する
可能性があり、多くの場合、組織には特定のワークロードをオンプレミスで維持しなければならない理由
があります。

 ハイブリッド Linux デプロイメントが依然として最も一般的です。回答者の 73% がハイブリッドアプ
ローチを使用しており、インスタンスの 24 - 49% をクラウドにデプロイしています。ほとんどのデプロイメ
ントをデータセンターに維持している回答者はわずか 11% でした。

12



 回答者は自組織における今後 2 年間のデプロイのパターンはあまり変わらないと予想していますが、
クラウドベースの Linux ワークロードは大幅に増加すると考えています。クラウドデプロイの割合は 
2023 年以来変わっていませんが、使用率は現在の 37% から来年は 45% に増加すると予想されてい
ます。

図 10. パブリッククラウドで実行される Linux インスタンスの割合は、 

過去 3 年間にわたり安定しています。

図 11. クラウドでの Linux ワークロードの予想
成長率。ハイブリッド環境への移行が進むこ
とを反映し、来年には 37% から 45% に上昇
すると考えられます。

(パーセンテージを入力)

(パーセンテージを入力)

矢印：前年よりも大幅に高い/低い

パブリッククラウド・インフラストラクチャ (IaaS、PaaS)

2023 年

2025 年

2024 年

プライベート：オフプレミスでホスト/コロケーション (プライベートクラウドを含む)

プライベート：オンプレミス、IT 所有 (プライベートクラウドを含む)

2022 年

N=1,170 N=1,172 N=1,176 N=1,180 N=1,170

2023 年 2024 年 2025 年 来年までの 
予想

その他

N=1,172

N=1,176

N=1,180

Linux インスタンス全体に占める各インフラストラクチャの割合

クラウドで実行される Linux ワークロー
ドの割合：現在と来年までの予想

37%

37%

37%

31%
37% 37% 37%

45%

18%

19%

18%

43%

44%

45%

2025 年：

· 回答者の 11% は大部分のインスタンスをデータ
センターにデプロイしている (0 - 24%)。

· 回答者の 73% はハイブリッド環境でインスタン
スをデプロイしている (24 - 49% がクラウド)。

·  16% の回答者はインスタンスの大部分をパ
ブリッククラウドにデプロイしている  (50 - 
100%)。
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 この成長の一部を担っているのが生成 AI ワークロードです。これにはすぐに利用可能なアクセラレーター・
ハードウェア (GPU や テンソル・プロセッシング・ユニット (TPU) など) が必要であり、クラウドプロバイダー
は積極的にデプロイしています。現在、生成 AI アプリケーションの 32% は専用のハードウェアを必要とし、開
発インスタンスとプロダクション・インスタンスの両方において、オンプレミスとほぼ同じ割合でパブリックク
ラウドにデプロイされています。

図 12. 生成 AI アプリケーションがパブリッククラウドにデプロイされている
割合は、開発用とプロダクション用でほぼ変わりません。

図 13. 生成 AI ワークロードのクラウド移行は、その実行のために専用の 

ハードウェアが必要であることが理由の 1 つになっています。

(パーセンテージを入力)

エッジ環境 パブリッククラウド オンプレミスでホスト

N=378

N=264

各インフラストラクチャ上の生成 AI アプリケーションの
割合

16%

16%

40%

38%

44%

46%

開発

プロダクション

N=436

専用の高速化されたハードウェアを
必要とする生成 AI アプリケーション
の割合

生成 AI アプ
リケーション
の32%
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 ハイブリッドクラウド戦略の重要性をさらに裏付けるものとして、回答者の 64% が、最近の重要な Linux 
OS のデプロイ先がデータセンターとパブリッククラウドの両方であったと回答しています。ビジネスクリ
ティカルなワークロードの場合、この割合は 71% に上昇します。全体的に、ハイブリッド・デプロイメントは 
2024 年以降 4% 増加しています。

図 14. アンケートに回答した組織のほとんどは、最近の重要な Linux OS のデプロイはハイブリッド環境で行ったと回答しました。

データセンターとパブリッククラウドの両方

パブリッククラウドのみ

データセンターのみ

(1 つ選択) N=1,200

最近実施した重要な Linux OS のデプロイ：
Linux OS を実行しているプラットフォーム

64%

24%

12%

Red Hat Enterprise Linux は、AWS、Microsoft Azure、Google Cloud などの認定クラウドプロバ
イダーのマーケットプレイスや、世界中の 1,400 以上の地域クラウド・サービス・プロバイダーを通
じて入手できます。

Red Hat Enterprise Linux for AWS

Red Hat Enterprise Linux for Azure

Red Hat Enterprise Linux for Google Cloud

Red Hat の視点
地政学やサイバーセキュリティ上の懸念からソブリンクラウドへの関心が
高まっていますが、クラウドの主要な選択肢は依然として AWS、Microsoft 
Azure、Google Cloud などのグローバル・ハイパースケーラーです。またそ
の一方で、Linux システムの 63% は依然としてプライベート・インフラスト
ラクチャにデプロイされています。最も一般的な戦略はハイブリッドアプ
ローチで組織の 73% が使用しており、アクセラレーター・ハードウェアを
必要とする重要な生成 AI ワークロードをデータセンターとパブリッククラ
ウドの両方にデプロイする傾向が見られます。回答者は 2026 年には大き
な変化が起こると予想しており、ハイブリッド・デプロイメントが勢いを増
す中で、クラウドベースの Linux ワークロードは 37% から 45% に増えるこ
とが予測されています。
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まとめ
 企業のパブリッククラウドへの移行が進んでいますが、前進するためには、プライベート・インフラスト
ラクチャを完全に放棄してしまうのではなく、ハイブリッドモデルの柔軟性を活用することが重要です。
エンタープライズグレードの Linux ディストリビューションを優先することで、組織はクラウドベンダーに
縛られることなく、マルチクラウド環境の円滑な運用に必要な一貫したユーザーエクスペリエンス、可搬
性、セキュリティ重視を維持できます。

 Red Hat Enterprise Linux はすべての環境で一貫したエクスペリエンスを提供し、重要な生成 AI ワー
クロードがどこにあっても市場投入時間の短縮、信頼性の高いパフォーマンス、スケーラビリティを実現
します。Red Hat は、クラウドにおけるお客様の成功を支援するためのエンタープライズ Linux ソリュー
ション、エキスパート向けリソース、ツール、サービスを提供します。

Red Hat へのお問い合わせ
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2025 年版 Linux 市場調査： 
手法と企業データ
 この調査アンケートには、すべての主要な地理的地域の 9 カ国から、すべての主要産業の IT プロフェッショナル、合計 1,200 人が
参加しました。参加者は、テクノロジーの経験と知識に基づいて Management Insight Technologies が選びました。回答者はすべて 
Linux の使用経験があります。

 Management Insight Technologies は、一連の電話インタビューと Web 上でのアンケートを実施し、回答者に対して、自身の組織の
インフラストラクチャで Linux をどのように使用しているか、どのような検討事項に基づいて Linux ディストリビューションを選択したか
について、さまざまな質問をしました。このアンケートは、2025 年 4 月から 5 月にかけて実施されました。

 このデータの処理手法の詳細については、marketintelligence@redhat.com までお問い合わせください。

地域
北米 ― 42%

欧州、中東、アフリカ ― 25%

アジア太平洋 ― 25%

中南米 ― 8%

回答者の分類
IT 意思決定者 (CTO、CIO、取締役
など) ― 40%

IT インフルエンサー (アーキテクト、
IT 運用) ― 40%

開発者 ― 20%

企業の規模
小規模企業および中堅企業  

(500 - 999) ― 9%

アッパーミッドマーケット  

(1,000 - 4,999) ― 41%

大規模企業 (5,000 以上) ― 50%

Linux OS の状態
プロダクションと開発/テストに 

デプロイ ― 78%

プロダクション用にのみデプロイ ― 16%

開発/テスト用にのみデプロイ ― 4%

試験運用中または評価中 ― 1%

今後に向けて検討 ― 1%

IT 予算
10 万ドル未満 ― 0%

10 万ドル - 25 万ドル未満 ― 4%

25 万ドル - 50 万ドル未満 ― 7%

50 万ドル - 100 万ドル未満 ― 14%

100 万ドル - 250 万ドル未満 ― 18%

250 万ドル - 500 万ドル未満 ― 18%

500 万ドル - 1,000 万ドル未満 ― 13%

1,000 万ドル - 2,000 万ドル未満 ― 10%

2,000 万ドル - 5,000 万ドル未満 ― 7%

5,000 万ドル以上 ― 7%

非公表 ― 1%

わからない ― 1%

業種
テクノロジー ― 22%

金融サービス ― 18%

製造/鉱業/エネルギー ― 15%

小売/卸売/流通 ― 11%

ビジネスサービス/専門サービス ― 9%

医療 ― 8%

公共部門 ― 7%

通信 ― 4%

エンターテイメント/メディア/広告 ― 2%

消費者サービス/個人サービス ― 2%

その他 ― 2%
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米国およびその他の国における Linus Torvalds 氏の登録商標です。その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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